
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 加工食品 調味料 酒・飲料 菓子 乳製品 

品
目
数 

９９９８ ５１８８ ２９０５ １４５２ ８６８ 

値
上
率 

１６％ １０％ 1２％ ７％ ８％ 

原
因 

原料・物

流費・光

熱費 

原料・包

装材費 

円安・包

装材費 

原料・物

流費・光

熱費 

原料・飼

料・包装

材 

品
目 

冷凍食

品・缶詰・

カップ麺 

醤油・味

噌・香辛

料・だし 

ワイン・

発泡酒・

飲料 

米菓・ア

イス・チ

ョコ 

牛乳・ヨ

ーグルト

粉ミルク 

OMIYA NEWS 
No.234 2023年５月９日 JR東労組大宮地本 

「コロナ以降」も値上げラッシュは止まらない! 

今年の食品値上げ品目数～ 

調査結果によると、今年の食品値上げは昨年を上回るペースで進み、既

に２１２０５品目の値上げが判明し、平均値上げ率は１５％に達しています。 

内容面では、原材料費や物流コスト増大の他、今年は人件費や光熱費の

上昇等の新たなコスト増加を価格転嫁する姿勢が目立ち、幅広い分野の

値上げ要因となっています。（帝国データバンクの調査より引用） 

コスト増加分を価格転嫁する姿勢が目立つ中、 

家計への影響も大きく、食品だけで年間６８，７６０円、家計全体では年

間９６，３６８円もの負担が増加しています！（※帝国データバンクの調査より引用） 

賃上げを実現しなければ私たちの生活実感は厳しくなる一方です!! 

夏季手当獲得のたたかいに向けて全職場から議論を創り出そう‼ 
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平均値上げ率は 

１５％！ 

～主な食品の値上げ動向（分野別）～ 

さらに今後も値上げは続き、６月は

カップ麺などを中心に３３００品目が

値上げ予定。７月以降も輸入小麦や生

乳価格・電気代等の上昇を背景に２０

００品目以上が値上げ対象で、６月以

降も５５９６品目が値上げされ、秋には

３万品目を超える可能性もあります！ 



 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR運輸収入 ＋３２００億円 

流通・サービス ＋５１０億円 

不動産・ホテル ＋３９０億円 

OMIYA NEWS 
No.２３０ 202３年４月３０日 ＪＲ東労組大宮地本 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場で苦闘する私たちが会社施策を担い、安全輸送の確保に

努めた結果、年度末決算も増収増益で黒字化を達成!! 

全てのセグメント

が増収増益で３期

振りに黒字転換!! 

1406億円

営業利益（連結）

202２年３月 

202３年３月 

-949億円

992億円

純利益（連結）

2023年 3月 

2022年 3月 

単体の営業収益は３４１３億円の増加で前年比１２４％！ 

うち運輸収入は３１８５億円の増加で前年比１２８％！ 

連結の営業収益は４２６５億円の増加で前年比 1２１％！ 

♦コロナ影響からの回復により、４３４０億円もの増収を達成！ 

♦２０２２年度末決算は３年振りに黒字転換！ 

＋2945 億円

\\\ 

＋1941 億円 

♦その結果、利益も大幅に増加しています！  
 

-1539億円 

さらに今年度は増収増益を見

込み、株主配当を増配する方

針も発表!!（年間配当 110円） 

 

※決算短信を元に作成 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2023 年 2022 年 前年比 2018年比 

下り 190 万人 135 万人 141% 91% 

上り 188 万人 136 万人 138% 91% 

計 378 万人 271 万人 140% 91% 

駅名 2023年 前年比 2018比 

東京 172 万人 129％  107％  

舞浜 44 万人 129％  85％  

成田空港 4 万人 176％  118％  

OMIYA NEWS 
No.２３６ ２０２３年５月１２日 ＪＲ東労組大宮地本 

主要 16区間のご利用状況 

主要駅のご利用状況 近距離のご利用状況 

6092 万人 

前年比 114％ 

2018年比 95％ 

厳しい労働実感の中で安全輸送を確保し、順調

な業績を創り出したのは職場で働く私たちだ！

～ゴールデンウイーク期間のご利用状況～ 

先日ゴールデンウイーク期間のご利用状況が発表されまし

た。主要１６区間のご利用は昨年比１４０％と急増し、近距離のご

利用も昨年比１１４％と好調です。コロナ前と比べても９割以上

の実績であり、東京駅や成田空港駅では既にコロナ前を上回る

実績を達成しています！ また、４月の鉄道営業収入は前年比

129％を達成し、収入面も着実に増加しています。 

これは、厳しい労働実感の一方で急拡大するお客さまに対応

し、安全・サービスの確保に努めてきた職場の苦闘の成果です！ 

定期・定期外合わせ 

前年比 129％ 
2018年比 88％ 

４月の鉄道営業収入 

ご利用が拡大する

中、職場で安全・サ

ービスの確保に努

め、増収を実現！ 



【要 求】 

１． 要求額  基準内賃金の３．０ヶ月  

全従業員(出向者含む)対象１０万円 

２．回 答  ２０２３年６月 ９日まで 

３．支 払  ２０２３年６月３０日まで 

５月１３日 大宮地本２３春闘総括会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.２３９ ２０２３年５月１７日 ＪＲ東労組大宮地本 

ＪＲ東労組 申１３号 

 

①ＪＲ東労組ＨＰからアンケートに答える 

②右のＱＲコードを携帯電話で撮影し、 

アンケートを立ち上げる 

③データでこの情報を 

ご覧の方はこちら 

 

ここをクリックまたはタップ！ 

 

 

アンケート方法 

※ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブ

の登録商標です 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSd59V-3Wx-7nrgQeQ0OfHysXahaubWV_uRJXCyt9X0QxMV5kw/viewform?vc=0&c=0&w=1&flr=0


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏季手当 年末手当 

2019 年 2.91カ月 3.18カ月 

２０２０年 2.4カ月 2.2カ月 

２０２１年 2.0カ月 2.0カ月 

２０２２年 2.3カ月 2.4カ月 

OMIYA NEWS 
No.２４０ 2023年５月２６日 JR東労組大宮地本 

コロナ前と比較して期末手当は

累計で４．９７カ月、平均支給額

は累計で約１７０万円も減少！ 

さらに、２０２１年度の定昇カッ

トの影響で、約１１万が減額に！ 

 

賃上げを実現しなければ私たちの生活実感は厳しくなる一方です!! 

◆ コロナ以降、私たちの賃金はこんなに減少！ 

家計負担はさらに増加し、政府の物価対策を考慮しても２年間で家計

負担が１３万６０００円も増えるとの試算もあります。（みずほリサーチ＆テクノロジーズの試算） 

また、既にお知らせの通り今後も値上げが相次ぎ、食品値上げは秋に

は３万品目を超える可能性もあります！（OMIYA NEWS No.234 を参照） 

そして来月には電気代の値上げが行われます！（１４～４２％値上げ） 

2019年比で累計１８０万円以上も賃金が減少！ 

期末手当削減

と定昇カットで

大幅減少！ 

４月の消費者物価指数（生鮮品除く）は

前年同月比３．４％上昇、特に食品は９％

も上昇し４６年ぶりの高水準！２０２０年

との比較では４．８％も上昇しています！ 

物価高の影響で実質賃金も大きく低下

し、厚労省の統計では、２０２２年度の実

質賃金は１．８％も減少し、消費増税・リー

マンショックに次ぐ規模です！（新聞報道より） 

◆ 一方、物価はさらに上昇！ 実質賃金は大きく低下！ 

期末手当の推移 

私たちには夏季手当満額獲得が絶対に必要です！ 

もう我慢の限界だ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.243    202３年６月１日 ＪＲ東労組大宮地本 

３期ぶりの黒字に回復した中、職場の組合員・未加入者から会社に 

対する不満・失望と生活に対する不安の声が多く出されています！ 
 

「夏季手当は業績連動で決まるものですよね？黒字なのに出さない

のはおかしくないですか？」（未加入者の声） 
「今年になり会社は設備投資に予算をかけている。設備投資ばかりに 

力入れて、人に投資しないと社員は離れるぞ！」（組合員の声） 

 

 

要求から乖離した回答に対し、疑問や怒りが噴出しています！そし

て、 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.２４７    202３年 ６月６日 ＪＲ東労組大宮地本 

会社は夏季手当について、「黒字を確保出来たが、単体の営業利益が目標

に届かなかったことは冷静に受け止める必要がある」「コロナ前の水準に戻

る状況にない。順風満帆と言い切れない」「支給水準は総合的に判断する必

要がある」と交渉で述べていますが、その一方で、２０２２年度の役員報酬の

「業績連動報酬」部分は既に「コロナ前の水準」を確保しています。 

 

～役員報酬の金額の推移～ 

（役員報酬の総額＝基本報酬＋業績連動報酬） 

◆２０１８年度（コロナ前） 

報酬のうち業績連動報酬は１５名で 1億７２００万円 

＝１人当たり約１１４６万円 
基本報酬を加えた報酬総額は１５名で６億７６００万円 

＝１人当たり約４５０６万円 

 

◆２０２１年度 

業績連動報酬は１１名で 4900万円 

＝１人当たり約４４５万円 
報酬総額は１１名で３億９１００万円 

＝１人当たり約３５５４万円 

 

◆２０２２年度 
業績連動報酬は９名で１億１３００万円 

＝１人当たり約１２５５万円 
報酬総額は監査役１名を含む１０名で４億７６００万円 

＝取締役１人当たり４７６０万円以上の見通し 
（詳細は「有価証券報告書」発行後、判明見込み） 

※１８・２１年度は「有価証券報告書」、２２年度は「定時株主総会招集通知」を元に算出した金額であり実際の額とは異なります。自主返納分を含む。 

役員報酬は既にコロナ前の水準を確保！「足元の状況と見通し」もコロナ前の水準に回復!! 

厳しい生活実感・労働実感の中で働く私たちの夏季手当もコロナ前の水準を確保すべきだ! 

※取締役１人当たりの額 

社外役員を除く 

支給水準について「総合的に判断」した結果でしょうか!? 

 「目標未達」としつつも、役員の業績連動報酬は「コロナ前の水準」を確保!!  
私たちの夏季手当も満額回答を勝ち取り「コロナ前の水準」を実現しよう!!  
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支給日(予定) ６月 27 日 
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申 13号 

2023 年度夏季手当等に関する申し入れ 

回答書読むと 

チャレンジば

かりだけど 

 

黒字化達成 

したのにこれか! 

 

第 3回 

本部アンケートを取り組み 

職場の声をぶつけよう!! 

本当にこのような会社回答に納得感がありますか!? 

基準内 

賃金 

ここをタップまたは

クリック！ 

QR コードをスキャン! 

もしくは・・・ 

※ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です 

黒字化や物価上昇、会社施策の

取り組みに報いていない回答だ! 

本部は緊急再申し入れを行う! 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSctLGvhh-YpFIwSuEWIVLXD1cjV0iAV6nAOyB9puqCNqHnOYw/viewform?vc=0&c=0&w=1&flr=0
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSctLGvhh-YpFIwSuEWIVLXD1cjV0iAV6nAOyB9puqCNqHnOYw/viewform?vc=0&c=0&w=1&flr=0


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月７日、夏季手当の会社回答を受け、レイボックホールにおいて緊急全支部・全分会代表者会

議を開催し、申１３号交渉の報告を行いました。緊急にもかかわらず多くの仲間が結集し、会社回

答に対する怒りの声が多く出されました。 

集会では本部より交渉経過や会社回答の報告を頂き、第２回交渉に向けて７３００件を超える

職場の声を基に会社と議論した。日本一の赤字から３期ぶりの黒字転換を果たしたのはコストダ

ウンも含めた尽力であることなどを一致してきた。しかし会社は「目標未達」「楽観できない」「新

たな定常状態＝定期収入が９割しか戻らない」等の回答を繰り返した。これが「最大限の回答」と

言うなら到底納得できない事から、席上妥結できないと通告。本日の全地本代表者会議を経て、

再申し入れを行った事が語られました。 

参加者からは「到底納得できる回答ではない」「会社に期待しなかった分こんなものかと感じ

た」「最初、＋５万円は労組として要求した成果と感じていたが、回答書を見てそうではないと思

った」などの率直な本音や、職場の組合員・未加入者・社友会からの『少ない』『社友会の２．４８ヶ

月なんて聞いたことがない』『（未加入者アンケートの回答で）最低でも２．８か月』などの怒りの声

が出されました。また「コストダウンを行った苦労に対し、この回答では納得いかない」「株主配当

や役員報酬はコロナ前に戻りつつあるのに、私たちの収入は戻らない」「回答書の中で感謝の言

葉は３行しかない」など、働く者への苦労に報いない会社姿勢に対する怒りも多く語られました。 

このままでは黒字基調となってもコロナ前の支給水準に戻らないことが「新たな定常状態」にな

りかねません。職場の苦闘に報いない経営姿勢や、豊田運輸区や宇都宮運輸区で明らかになった

人間破壊を行う会社姿勢を許さないため、「再申し入れのたたかい」を創り出すため職場の声を

本部に届け、アンケートや檄 FAXなどを展開していくことを意思統一しました！ 

OMIYA NEWS 
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再 申 し 入 れ の た た か い を 

職 場 か ら 推 し 進 め る ぞ ！ 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

申 15号「コロナ禍を乗り越え３期ぶりに黒字転換した努力に報い、組合員・社員と家族が

安心して生活できる環境の実現を目指す 2023年度夏季手当等に関する緊急再申し入れ」 

私たちは厳しい労働実感・生活実感と黒字転換を実現した職場の努力を訴

え、夏季手当満額回答を強く求めて職場からたたかいを展開してきました！ 

各職場で職場集会や総対話を連日開催し、仲間の声を形にして示し、掲示板は会社姿勢

への怒りの声で埋め尽くされました。本部アンケートにも非組合員も含めて多くの声を届け、再

申し入れ以降もたたかいを継続し、多くの仲間が結集して共にたたかいを担いました。 

会社は「最大限の回答であり最終回答」を繰り返すばかりで、悔しくも要求

実現には至りませんでしたが、職場で労働実感・生活実感を出し合い、会社

の経営姿勢の問題点を明らかにし、労働組合の存在意義や組織強化・拡大

について議論を創り出したことは大きな成果です! 


